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West Africa Province: ISWAP）という名称でも呼ばれる。
　イスラーム・マグレブ諸国のアルカーイダ（Al-Qaeda in the Islamic Maghreb: 
AQIM）は，もともとアルジェリアで活動してきた組織であるが，潜伏地の確保

























通した宗教実践の研究などが盛んに行われてきた（Levtzion and Pouwels 2000; 
Rosander and Westerlund 1997; Loimeier 2013; 嶋 田 1995; 坂 井 2003; 苅 谷 
2012）。これらの研究蓄積は大きな厚みをもつ。このなかで植民地化から今日に
いたる近代国家のもとで展開される政治のなかでのイスラームの役割に関しても
重要な研究がこれまでにいくつか発表されてきている（Cruise O'Brien 1971; 
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まざまなアプローチに立つ研究者によって発表されている（Harmon 2010; 2014; 
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成立したのが「北部ナイジェリア保護領（Protectorate of Northern Nigeria）」
であり，その初代の高等弁務官（High Commissioner）を務めたのがフレデリック・





































































となる「単一原住民統治機構としてのチーフ（Chief as Sole Native Authority）」
の事例が87例と最多であり，全体の73％を占めた。そして，その多くがエミー
ルを中心とするムスリムの伝統的指導者であった。しかし，北部ナイジェリアの
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原住民統治機構には，ほかにも「チーフおよび評議会（Chief and Council）」「単
一原住民統治機構としての村長たち（Village Heads as Sole Native Authority）」


























































が制定する「法律（act）」と区別された。今日のナイジェリアにおいても，州議会（State House of 
Assembly）で制定された法律は「州法（law）」，連邦議会（National Assembly）で制定された法
律は「連邦法（act）」とそれぞれ呼ばれて区別されている（Olong 2007, 18-19）。
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その管理・統制を図ろうとする法令であった（Keay and Richardson 1966, 22）。
　この布告によって設置された原住民裁判所には，「原住民の法と慣習（native 
law and custom）」に基づいて裁判を行うとともに，それが定める刑罰を科すこ





な伝統的指導者によって任命されるものとされた（Elias 1963, 120-121; Keay 







た（Elias 1963, 120-121; Keay and Richardson 1966, 22-23）。
　その後，北部ナイジェリア保護領では1904年までに，この1900年布告に基づ





















そ の た め に 公 布 さ れ た の が「1906年 原 住 民 裁 判 所 布 告（Native Courts 








住民裁判所とされた（Elias 1963, 121-122; Keay and Richardson 1966, 25-26）。
保護領化当初，原住民裁判所には種類や種別というものがまだなかったが，こう



























































































































Courts Ordinance No. 44 of 1933）」，②「1933年保護領裁判所条令（Protectorate 
Courts Ordinance No. 45 of 1933）」，③「1933年最高裁判所（修正）条令（Supreme 
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Court （Amendment） Ordinance No. 46 of 1933）」，④「1933年西アフリカ控訴















Native Court of Appeal），シニアのアルカーリーが判事を務めるチーフ・アル












































（Keay and Richardson 1966, 46-48）。














































Richardson 1966, 51-53）。それが「1951年原住民裁判所（修正）条令（Native 




















































































判所法（Native Courts Law No. 6 of 1956）」と「1956年ムスリム控訴裁判所法








するチーフ・アルカーリー裁判所によってほぼ占められた（Panel of Jurists 
1958, 30）。また，グレードB ～ Dの下級原住民裁判所のなかには非ムスリムの
裁判所も一部含まれはしたものの，多くはアルカーリー裁判所であった。そして，
そうした1950年代後半当時の原住民裁判所の数は，北部地域全体で600カ所以








判所（Moslem Court of Appeal）という新しい裁判所が設けられた。ただし，同
控訴裁判所は常設機関ではなく，必要に応じて設置するものとされた（Keay 




















































長官のサイード・ムハンマド・アブ・ランナット（Sayyed Mohammed Abu 
Rannat）が委員長を務めたこのパネルは，1958年9月に北部地域総督に対して











ム控訴裁判所をシャリーア控訴裁判所（Sharia Court of Appeal）へと改称して
常設化すること，グレードA，グレードA（リミテッド），プロヴィンス・アルカ
ーリー裁判所からのイスラーム個人法に関する上訴はシャリーア控訴裁判所で審




原住民裁判所控訴部（Native Courts’ Appellate Division of the High Court）を










（cited in Bello 1962, 217-218）。そして，1958年12月までには刑法典の第1次
草案が完成し，同草案は北部地域議会での審議と修正を経て1959年9月に可決
された。それが「1959年刑法典（Penal Code Law No. 18 of 1959）」である。
同法は，その後可決された「1960年刑事訴訟法（Criminal Procedure Code Law 
No. 11 of 1960）」とともに，ナイジェリアが独立を達成した1960年10月より施









































































ャリーア問題」などと呼ばれる（戸田 2002; 2008; 望月 2006）。しかし，2000
年代初頭に一挙に噴出して先鋭化した「シャリーア紛争」や「シャリーア問題」は，
2000年代後半に入ると総じて沈静化していく。その背景には，イスラーム刑法
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188; Carson 1958, 35; Jearey 1960, 413; Shadle 1999, 417）。一方，近年はムス
リム・コミュニティを対象とした司法制度に関する研究も少しずつ積み上げられ


























































































称が「ムディール」であり（Inter-Territorial Language Committee of the East 














Inter-Territorial Language Committee of the East African Dependencies 1964, 248）。 










た（Odhiambo et al. 1977, 113; 吉田 1978, 50）。この合意によりドイツ，イギ
リス，フランスを代表に加えた国際委員会として設立されたのが「ザンジバル領
土画定委員会」（Delimitation Commission）であり，その成果として結ばれたの
が「1886年英独協定」（Anglo-German Agreement, 1886）」だった（Maxon and 













としている（Maxon and Ofcansky 2014, 24, 吉田1978, 51）。オフカンスキーとイーガーは，大
陸側の10マイル帯状地域の最南端をトゥンギ湾よりやや北方に位置するミキンダニ湾（Mikindani 
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図2-1　本章に登場するおもな地名
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ではビクトリア湖東岸より西側の部分の勢力圏については取り決めなかった（Odhiambo et al. 
1977, 113, 115）。































and Yeager 1997, xvi, 137）。これがイギリスによる「東アフリカ保護領」（East 













域におけるザンジバル王の主権（the sovereignty of the Sultan）には影響しない」














sovereignty of His Highness）行うことも，ここでみなさまにお伝えします。
加えて，イスラームにつながるすべてのことがら（all affairs connected 
with the Faith of Islam）は，宗教的敬意と利益の下で実施されます。すべ
ての古来の慣習（all ancient customs）は継続を許されます。」（Colonial 
Office 1961, 6）






















ものであった（Colonial Office 1961, 4）。IBEACにあたえられた「諸権利」の
なかには，公用地（public lands）を購入する権利，課税する権利，下級の行政
官を任命する権利，各地域に適用する法を定める権利などが含まれていた




だったのである（Ghai and McAuslan 1970, 28）。ここで例外とされた「私有地」
とは，土地の所有者がザンジバル王の付与した土地権証明書（certificate of 
































10）詳細は津田（2014, 48-53; 2015, 32-34）。


















となって」いた（Ghai and McAuslan 1970, 125, 164）。10マイル帯状地域のム
スリムにとって「イスラームは単なる宗教ではなく，生き方そのものであ」り，「ム
スリムが最も重視しているのは，属人的なすべての事柄についてシャリーアが適






「バルチ人（Baluchis, イラン系）」が挙げられた（Ghai and McAuslan 1970, 165）。本節で後述する。
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第2章　ケニアにおけるイスラーム法適用の史的展開―オマーン系アラブ人による支配とイギリス植民地統治下の裁判制度―




現在のイギリスでは「高等法院」（High Court of Justice），「刑事法院」（Crown 
Court），「控訴院」（Court of Appeal），「貴族院」（House of Lords），「枢密院司法
委員会」（Judicial Committee of the Privy Council）が上位裁判所である。またイ
ギリスでは高等法院，控訴院，刑事法院をあわせて「最高法院」（Supreme 




アフリカ裁判所」（Her Majesty's Court of East Africa）を設置して，上訴は「英





「インド刑事訴訟法」に従うものとされた（Ghai and McAuslan 1970, 37; 130; 









原住民裁判所規則」（Native Court Regulations 1897）だった。「1897年東アフリ
カ勅令」のもとで出されたこの規則は，下位裁判所として「植民地（colonial）」































サード・クラス治安判事とされた（Ghai and McAuslan 1970, 130-131. 165）。




部族チーフあるいは長老」（native tribal chief or elders）が判事を務める裁判所で
あり，第1のタイプ（10マイル帯状地域の各裁判所）が管轄する以外の「原住民」
について「原住民の法と慣習」を適用するものとされた（Ghai and McAuslan 
















フリカ保護領（控訴裁判所）勅令」（Eastern African protectorates （Court of Appeal） Order in 
Council）によってザンジバル裁判所の役割を置換する新たな控訴裁判所として「英王立東アフリカ
控訴裁判所」（Her Britannic Majesty’s Court of Appeal for East Africa: E.A.C.A.）が設立され，
また東アフリカ保護領の全住民・全事項に管轄権をもつ上位裁判所として「東アフリカ保護領高等裁
判所」（High Court for the East Africa Protectorate）が設立されたことがあげられる
（Mwakimako 2011, 332; Ghai and McAuslan 1970, 132）。また，「アフリカ人」を対象として








本的フレームワーク」となった（Ghai and McAuslan 1970, 134）。同条令によ
り「植民地原住民裁判所」は，ヨーロッパ人，アジア人，アフリカ人に対して刑
事・民事とも管轄権をもつとされた。また同条令で治安判事は3つのクラスに分
けられ，「タウン治安判事」（town magistrate, 1914年に居住治安判事resident 
magistrateに変更）と州コミッショナーがファースト・クラス治安判事，県コミ
ッショナーはセカンド・クラス治安判事，県副コミッショナー（のちの県オフィ







属する「部族」（tribe）に限定された（Ghai and McAuslan 1970,135）。「1908年
原住民トリビューナル規則」（Native Tribunal Rules 1908）は，「原住民トリビュ
ーナル」が刑事・民事双方に管轄権をもつものとしたうえで，行政官が原住民ト
リビューナルの決定について審査（revision）を行うことができ，審査をへて高





Courts）」とされた（Mwakimako 2011, 332; Ghai and McAuslan 1970, 135）。
その管轄権は「原住民のみ」かつ「コーストの各県のみ」におよぶものとされた
（Ghai and McAuslan 1970, 135）。
　「原住民下位裁判所」における「原住民」には，「アフリカ人」ムスリムだけで
13）ヘッドマンについての注12を参照されたい。






































て15）出された「1930年原住民トリビューナル条令」（Native Tribunals Ordinance 















住民居留地内の不動産などだけだった」（Shadle 1999,417; Ghai and McAuslan 
1970, 149）。「アフリカ人」の訴訟については，ヨーロッパ人の行政官が強い権






15）詳細はGhai and McAuslan（1970, 135-136, 147）を参照されたい。





　このあと，1951年の「アフリカ人裁判所条令（African Courts Ordinance 
1951）」は，こうしたアフリカ人に対する裁判制度の切り離しをさらに進め，「ア
フリカ人裁判所（African Court, 旧原住民トリビューナル）」から上訴する裁判所
































































































度に組み込むことなどを提言した（Colonial Office 1961; Cussac 2008, 292-





























（Coast Region）の設置にあたり「コースト地域地方議会」（Regional Assembly 
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然として数千名の規模を維持しているとみられるほか（Jones, Liepman and 













なってきている（Keating and Waldman 2018; Harper 2019）。
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姿勢を示さない点にあり，その基本姿勢は1990年頃までおおむね踏襲されてい
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第3章　ソマリア政治史におけるイスラームの変遷とその現在






マハメド・アブディ・ハッサン（Sayyid Maxamed Cabdille Xassan）に率いら
れた反植民地運動は，一方においてサリヒー教団のシェークであったが，ハッサ
ンがカディリー教団を標的にする活動である側面を有していた3）。また，脱植民
地に向けた取り組みの中心となったソマリ青年連盟（Somali Youth League: 
SYL）においても，その創設者13名のうちスーフィー教団からシェークを含む4








































4名のシェークが含まれていた（Marchal and Sheikh 2013, 222）。






教動向を厳しく監督する動きを強めた（Marchal and Sheikh 2013, 223）。







様だが）「イスラーム国家」の樹立であった（Marchal and Sheikh 2013, 223）。
政治的イスラームの胎動2
　1970年代後半以降，ソマリアではおもに3つの新たな政治的イスラーム運動















































4）1978年に，ナイロビでソマリ救世戦線（Somali Salvation Front: SSF）が設立された。SSF は
1981年には1978年のクーデタを企てたとされたマジャーティーンが中心となってエチオピア領内で
設立されたソマリ救国民主戦線（Somali Salvation Democratic Front: SSDF）に合流し，ゲリラ
組織として活動を開始する（Abdullahi 2015, 253 fn.55）





























た組織であるとの見方を示している（Marchal and Sheikh 2015,145）。ただし，
1980年代においてはその組織内の異質性が高かったこともあり，十分な成功に
つながったかについては留保する見方が示されている。シアド・バーレ政権崩壊




（Araare）において，統一ソマリ会議（United Somali Congress: USC）の民兵
とAIAIの一部兵力が対峙し，敗北を喫した（ICG 2005, 4-5）。この後，AIAIの
兵力は，現在のプントランドに移動し，当時この地域を支配していたソマリ救国
民主戦線（Somali Salvation Democratic Front: SSDF）と対峙し，再び軍事的に
敗北を喫した（Hansen 2016, 17）。こうしたななかで，AIAIのメンバーの多く
は聖戦（ジハード jihad）への動きを強めるよりは，呼びかけ（ダーワ da’wa）を




















指摘されている（Marchal and Sheikh 2015, 151-2）。また，この時期北部のソマリランドにおい
てもスーフィー信仰，とくにカートの常用に対する批判などが高まるかたちで，より厳格なイスラー
ムへの改革を進める動きがみられた（Renders 2007, 52-3）。























（Marchal and Sheikh 2013, 227）7）。南部の勢力としての地域における有力なク
ランであるオガデンを支持母体として台頭する後のラス・カンボニ旅団（Raas 
Kaambooni Brigade）を率い，この当時アルカーイダとのつながりが指摘された
ハッサン・ターキ（Hassan Abdullaahi Hirsii al-Turki）のキスマヨ近郊での活動
指向性は，こうした動きの一部として位置づけられるものであった（ICG 2005, 





記載していることからもわかるように（Marchal and Sheikh 2015, 160），逆である。









































and Sheikh 2015, 150）。ただし，こうしたイスラーム法廷は，サラフィー主義
者の観点からは，真正なシャリーアの行使主体とは見なされなかった。他方で，








年に樹立された暫定国民政府（Transitional National Government: TNG）の下
に一時統合された（Marchal 2011a, 264）。この背景には，TNGの大統領に選出










ることになった（Marchal and Sheikh 2013, 223）。
8）1999年9月から2000年にかけて隣国ジブチがイニシアティブをとって行われたソマリア国民平和会
議であり，開催都市の名前に因み通称アルタ・プロセス（Arta Process）と呼ばれた。
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　設立過程においてムスリム同胞団を含むイスラーム主義勢力が排除され，





で，Harakat Al-Shabaab Al Mujaheddin（以下，アッシャバーブ）は，その活










整備した。この法廷協議会が，イスラーム法廷連合（Union of Islamic Courts: 
UIC）であり，その軍事力を背景として支配領域の拡大と支配領域内の治安の提
供を行い，勢力を拡大したのである（Le Sage 2005, 47-48）。このUICは2006
年前半にソマリアの中南部を広く統治下に置いたが，さまざまな勢力を糾合した
緩やかな連合体という性格を有していた。























































指導者として知られる＜ションゴール＞（Fu’aad Maxamed Khalaf 'Shongole'）


































fn.40; Hansen 2016, 86）12）。
　しかし，2010年9月にアフリカ連合ソマリアミッション（AU Mission in 






















てきた面もあった（UNSC 2013, 46; Marchal and Sheikh 2015,162-163）。ソマ
リア北部のソマリランドやプントランドでも暴力は歓迎しないものの，サラフィ












指 導 者 に よ っ て1991年 に 設 立 さ れ た。 こ の 前 段 階 に 設 立 さ れ たMajma’ 
























できるものではなかった（Marchal and Sheikh 2013, 228）15）。エチオピアに支
援されたASWJは2008年12月にガルグダーグのエチオピア国境に近いグリイー







結と 2つのスーフィー教団の協力のもとに自らの基盤固めを狙ったものとされる（Marchal and 
Sheikh 2013, 224-225）。
14）ムスリム同胞団やサラフィー主義といったイスラームの拡大は，ソマリ社会に根ざすクラン関係と
無関係ではないとする指摘は繰り返し行われている（Hansen 2015; Renders 2007）。
15）なお，より世俗的な観点からはアッシャバーブがカート（khat）を噛む習慣を禁止することへの懸念
も関係したと指摘されている（Marchal and Sheikh 2013, 228）。





























and Sheikh 2013, 238 fn25）。





























AIAIの戦闘員であったファハド・ヤシン・タヒール（Fahad Yasin Tahir）とされる（Cannon 
2018, 24）。ファハド・ヤシンはハッサン・シェイク・モハムッド政権下では重用されず，2018年大
統領選挙で選出された大統領＜ファーマジョ＞（Maxamed Cabdulaahi Maxamed ‘Farmajo’）を
強く支持した人物でもあった。



























類似の見解を示している（Maruf and Joseph 2018, 280）。
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ム 復 興 運 動 の 考 え に 共 鳴 す る 人 々 ―当 時 のAOFの 文 脈 で は 改 革 派
（reformistes）と呼称される―の支持を獲得したことが指摘されてきた（Kaba 




み つ け る こ と が で き な い（Schachter-Morgenthau 1964; Zolberg 1969; de 


































































ムスリム アニミスト カトリック 計
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8,932,576 8,550,078 509,029 
17,991,683 
（49.6） （47.5） （2.8）
（出所） "Note sur l'expansion musulmane en Afrique noire française"（Juillet 
1955）（ANOM 1AFFPOL/2260）
































































（Blaise Diagne. 1914 ～ 1934年にフランス国民議会議員に在職）である。ジャーニュについては小
川（2015）を参照。


































































したRDA参加政党には，コートジボワール民主党（Parti démocratique de Côte 
d'Ivoire: PDCI），スーダン連合（Union soudanaise: US），ギニア民主党（Parti 











になったとされる（Alexandre 1970, 498, 507）。また，植民地行政当局からの
圧力を受けてきたことがハマウィーヤがRDA支持に回った背景にあるとも指摘


















































供する労働も手伝って大きな富を築いた（Traoré 1983, 206-208; Kipré 1985, 
181）。彼自らが政治運動を行うことはなかったが，RDAの機関誌『覚醒』（Le 



















7）AOFでは，セネガルのサンゴールらを中心とするフランス社会党（Section française de l’Internationale 
ouvrière: SFIO）と連携した勢力がすでに存在していたが，同じ左派系とはいえRDAとの間には対
立関係があった。





























8）なお，改革派ムスリムの最有力組織であったムスリム文化連合（Union culturelle musulmane: 
UCM）は，のちの第5共和制憲法草案に対して「反対」を訴えた。改革派ムスリムが，連邦一体主義
を重視していたことを示すもうひとつの例である。
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系は2.5％（2015年推計値）である（Statistics South Africa 2015, 2.5）。
2）南アフリカで行われた最新の国勢調査は2011年であるが，この時には宗教・信仰に関する質問は使
用されなかったため，2001年の数値を引用している。
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ハウテン州と東部のクワズールー・ナタール（KwaZulu-Natal: KZN）州に住み
（Vahed and Jeppie 2005, 253），9割以上が英語を第1言語としている。インド
亜大陸に住む親族との関係を維持している人は少ないが，第2言語ではウルドゥ
ー語（Urdu, 59％），グジャラート語ないしメーモン語（Gujarati or Memon, 28％），
タミール語（Tamil），コンカニ語（Koknee），テレグ語（Telegu）などが挙げられ，
祖先の出身地は多様である（Vahed 2000a, 28; 2000b, 44-45）。また，インド系
人口に占めるムスリムの割合は24.6％と4人に1人で，インド系のなかでもムス






のインド独立運動につながったことは有名である（Bhana and Pachai 1984; 













のリボニア裁判の被告には，複数のインド系の活動家が含まれていた（Le Roux and Davis 2019, 
Chap. 4）。民主化後のマンデラ内閣の下では数多くのインド系閣僚が誕生した。
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2009, 73），40％以上が女性ないし少女で（Peberdy 2009, 41），約9割はヒンド


































っての重要行事であり続けたとされる（Vahed 2009, 74-75, 86; Meer 1969, 201）。
7）1850年 に イ ン ド で 誕 生 し， 本 名 をShah Goolam Mohamed（ 文 献 に よ りMahomed Ebrahim 






























































1987, 195-199; Bhana and Pachai 1984, 111-148; Klotz 2013, 95, 108）。
　ガーンディーの帰国後も，人種隔離の進展に反対するため，1923年には商人










ムスリム内部の連帯を阻んでもいた（Vahed 2009, 78; Khan 2009, 90）。
　そのうえ，政府との交渉による成果も限られていた。1943年にはダーバンに
おいて白人が多い地域へのインド系の進出を制限するため，白人とインド人の間
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での不動産取引を3年間禁止するペッグ法（Pegging Act）が制定された。その後
1946年にはアジア人の土地保有およびインド人代表法（Asiatic Land Tenure 
and Indian Representation Act）が制定され，インド系による土地の所有が厳し
く制限され，居住地区や商業活動を営むことのできる地域が限定された（Bhana 

























（Communist Party of South Africa）のような政治組織に参加し，反アパルトヘイト闘争に身を
ささげた人がいる（Vahed 2012; Meer 2017）。















する地区に開設された（Tayob 1995, 92-95; Vahed 2009, 83-84）。高等教育に
ついても，1956年にはインド系向けの最初の高等専門学校としてM.L.スルタン・
テクニカル・カレッジ（M.L. Sultan Technical College）15）が設立されたが，同
校設立にあたっては，経済的成功を収めたムスリムの元年季契約労働者スルタン
（M. L. Sultan）からの多額の寄付があった。また，1963年に設立されたダーバン・






































































































（Vahed and Waetjen 2015）。

































たことも（Jeppie 2007, 67-71, 85-97），ASCがムスリムの間にそれほど広くは受け入れられなか
った理由であろう。バハーイー教は19世紀中ごろにイラン人により創始された宗教で，シーア派の
要素を含んでいる。しかしながら，教祖の生国イランでは異端視されている（大塚ほか 2002, 774）。





















員が初期の段階にはMYMにも参加していた（Tayob 1995, 106-107; Jeppie 
2007, 105-107）。1970年代にMYMは全国に支部をもつムスリム組織へと発展し，
1986年に本部がケープタウンに移動すると，アパルトヘイトに反対する政治闘
争に積極的に参加する組織へと活動の焦点を変化させた（Tayob 1995, 110, 















マウドゥーディー（Abul A‘la Mawdudi）やエジプトのムスリム同胞団（Society 
of Muslim Brothers）創設者・初代最高指導者であったバンナー（Hasan al-
Bannā），1966年にエジプト政府により処刑されたイスラーム思想家のサイイド・
クトゥブ（Syed/Sayyid Qutb）のような改革主義者の名が挙げられている（Dangor 












タール・イスラーム運動（Islamic Movement of KwaZulu and Natal，後にイス
ラーム・ダアワ運動＜Islamic Dawah Movement＞に改称），ザカートの収集と分










行った（Tayob 1995, 113-114, 120-121）。MYMが始めた事業は後に独立組織
となり，たとえばMYMの医師委員会は，南アフリカ・イスラーム医師協会（Islamic 
Medical Association of South Africa: IMA-SA, 1981年結成）として国内外の貧し
い地域で医療ミッションを実施するようになった24）。
　MYMのトランスナショナルなムスリム組織とのもうひとつの重要なつながり





















20-12-280_07_第05章.indd   156 2021/03/11   8:52:00
157
第5章　南アフリカにおけるインド系ムスリム―二重のマイノリティとしての位置づけと宗教的実践―
MYMの一般のムスリムへの影響も限定的なものであった（Tayob 1995, 123; 

























と主張した（Vahed 2000a, 29; 2000b, 46; 2003, 315-317; 2009, 92-93）。
　TJ ／デーオバンド学派から批判されたグループは，20世紀後半の南アフリカ
において，スンナ派（Sunni）ないしバレルウィ派（Barelwi/Barelvi）として知
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られる25）。バレルウィ派は，1880年にインド北部のバレーリー（Bareilly）出身







にいたった（Vahed 2000a, 29; 2000b, 46-47; 2003, 317-318; Khan 2009, 94-































































されたイスラーム伝播センター（Islamic Propagation Centre: IPC，後にIslamic 





























の機会を与える重要な場となったのである（Mahida 1993, 88-89; Vahed 2013a, 



















日アクセス。2019年10月15日にダーバンで実施した筆者によるMs Fathima Essack（General 
Manager, Islamic Guidance）へのインタビュー。




























ド系ムスリムによる慈善活動について記したKhan and Ebrahim（2006, 207）に
27）南アフリカで一定の人気をもつ独立教会系のアフリカ・シオニスト教会（African Zionist Church）
の信者の意。







































































































































































Bhana, Surendra 1991. Indentured Indian Emigrants to Natal 1860-1902: A Study Based on Ships’ Lists. 
New Delhi: Promilla and Co.
Bhana, Surendra and Bridglal Pachai eds. 1984. A Documentary History of Indian South Africans. Cape 
Town and Johannesburg: David Philip.
Dangor, S.E. 2004. “Negotiating Identities: The Case of Indian Muslims in South Africa.” In South Asians 
in the Diaspora: Histories and Religious Traditions, edited by Knit Jacobsen and P. Pratap 
Kumar, Leiden: Brill, 243-268.
Freund, Bill 1995. Insiders and Outsiders: The Indian Working Class of Durban 1910-1990. London: 
James Currey.
Gaborieau, Marc 2009. “South Asian Muslim Diasporas and Transnational Movements: Tablîghî Jamâ`at-I 
Islâmî.” South African Historical Journal 61（1）: 8-20.
Jeppie, Shamil 2007. Language, Identity and Modernity: The Arabic Study Circle of Durban. Cape Town: 
HSRC Press.
Johnson, Jessica A. 2017. “After the Mines: The Changing Social and Economic Landscape of Malawi-
South Africa Migration.” Review of African Political Economy 44（152）: 237-251.
Kaarsholm, Preben 2011. “Transnational Islam and Public Sphere Dynamics in KwaZulu-Natal: 
Rethinking South Africa’s Place in the Indian Ocean World.” Africa 81（1）: 108-131.
― 2014. “Zanzibaris or Amakhuwa? Sufi Networks in South Africa, Mozambique, and the Indian 
Ocean.” Journal of African History  55（2）: 191-210.
20-12-280_07_第05章.indd   168 2021/03/11   8:52:01
169
第5章　南アフリカにおけるインド系ムスリム―二重のマイノリティとしての位置づけと宗教的実践―
Khan, Sultan 2009. “‘Children of a Lesser God': Contesting South Indian Muslim Identities in KwaZulu-
Natal.” South African Historical Journal 61（1）: 86-102.
― 2013. “The Story of Abbas Khan, a Mawlana from Croftdene.” In Chatsworth: The Making of a 
South African Township, edited by Ashwin Desai and Goolam Vahed, Scottsville: University of 
KwaZulu-Natal Press, 433-442.
Khan, Sultan and A.F.M. Ebrahim 2006. “The State of Philanthropy amongst the Muslim Diaspora in 
South Africa.” In Religious Pluralism in the Diaspora, edited by P. Pratap Kumar, Leiden: Brill, 
189-219.
Klotz, Audie 2013. Migration and National Identity in South Africa, 1860-2010. New York: Cambridge 
University Press.
Le Roux, Michelle and Dennis Davis 2019. Lawfare: Judging Politics in South Africa. Johannesburg and 
Cape Town: Jonathan Ball Publishers.
Mahida, Ebrahim Mahomed 1993. History of Muslims in South Africa: A Chronology. Durban: Arabic 
Study Circle.
Meer, Fatima 1969. Portrait of Indian South Africans. Durban: Avon House.
― 2017. Fatima Meer: Memories of Love and Struggle. Cape Town: Kwela. 
Morton, Shafiq 2014. Imtiaz Sooliman and the Gift of the Givers: A Mercy to All. Johannesburg: 
Bookstorm.
Nadvi, Lubna 2011. “What Does It Mean to Be a Young Muslim in Contemporary South Africa? 
Perspectives on Popular Culture, Education, Muslim Public Discourses and Civic and Political 
Participation.” In Muslim Schools and Education in Europe and South Africa, edited by 
Abdulkader Tayob, Inga Niehaus, and Wolfram Weisse, Münster: Waxmann, 105-120.
Peberdy, Sally 2009. Selecting Immigrants: National Identity and South Africa’s Immigration Policies 
1910-2008. Johannesburg: Wits University Press.
Pillay, Bala 1976. British Indians in the Transvaal: Trade, Politics and Imperial Relations, 1885-1906. 
London: Longman.
Sadouni, Samadia 2007. “New Religious Actors in South Africa: The Example of Islamic 
Humanitarianism.” In Islam and Muslim Politics in Africa, edited by Benjamin F. Soares and 
René Otayek, Basingstoke: Palgrave Macmillan, 103-118.
― 2019. Muslims in South Africa: Johannesburg’s Somali Diaspora. London: Palgrave Macmillan.
Sayed, K. M. 2011. “South African Madrassa Move into the 21st Century.” In Muslim Schools and 
Education in Europe and South Africa, edited by Abdulkader Tayob, Inga Niehaus, and Wolfram 
Weisse, Münster:  Waxmann, 63–84.
Seekings, Jeremy 2000. The UDF: A History of the United Democratic Front in South Africa 1983-1991. 
Cape Town: David Philip.
Soofie, Hazrath Shah Shah Abd ‘Al Aziz, Moulana Hafiz Goolam Mohammed Soofie, Maulana Hafiz 
Ebrahim Soofie, and Shaykha Umme Roomaan Soofie Barkaati n.d. ［1995?］ 100 Year Legacy of 
Soofie Saheb. Durban: Impress Printers.
Statistics South Africa 2015. South African Statistics 2015（http://www.statssa.gov.za/publications/
20-12-280_07_第05章.indd   169 2021/03/11   8:52:01
170
SAStatistics/SAStatistics2015.pdf　2017年11月1日アクセス）.
Steinberg, Jonny 2014. A Man of Goodhope. Johannesburg and Cape Town: Jonathan Ball Publishers.
Swan, Maureen 1987. “Ideology in Organised Indian Politics, 1891-1948.” In The Politics of Race, Class 
and Nationalism in Twentieth Century South Africa, edited by Shula Marks and Stanley Trapido, 
London and New York: Longman, 182-208.
Tayob, Abdulkader 1995. Islamic Resurgence in South Africa: The Muslim Youth Movement. University of 
Cape Town: UCT Press.
Vahed, Goolam 2000a. “Indians, Islam and the Meaning of South African Citizenship: A Question of 
Identities.” Transformation（43）: 25-51.
― 2000b. “Changing Islamic Traditions and Emerging Identities in South Africa.” Journal of Muslim 
Minority Affairs 20（1）: 43-73.
― 2003. “Contesting ‘Orthodoxy’: The Tablighi-Sunni Conflict among South African Muslims in the 
1970s and 1980s.” Journal of Muslim Minority Affairs 23（2）: 313-334.
― 2009. “Indian Muslims in South Africa’s History: Continuity and Change.” In Africa’s Islamic 
Experience: History, Culture, and Politics, edited by Ali. A. Mazrui, Patrick M. Dikirr, Robert 
Ostergard Jr., Michael Toler and Paul Macharia, New Delhi: Sterling Publishers Private Limited, 
73-106.
― 2012. Muslim Portraits: The Anti-apartheid Struggle. Durban: Madiba Publishers.
―  2013a. Ahmed Deedat: The Man and His Mission. Durban: Islamic Propagation Centre 
International （IPCI）.
― 2013b. “Segregation, Group Areas and the Creating of Chatsworth.” In Chatsworth: The Making 
of a South African Township, edited by Ashwin Desai and Goolam Vahed, Scottsville: University 
of KwaZulu-Natal Press, 19-30.
― 2013c. “The Zanzibaris.” In Chatsworth: The Making of a South African Township, edited by 
Ashwin Desai and Goolam Vahed, Scottsville: University of KwaZulu-Natal Press, 84-98.
― 2016a. “Indian Muslims in South Africa: Historical and Contemporary Perspectives, 1860-2013.” 
In Indentured Muslims in the Diaspora: Identity and Belonging of Minority Groups in Plural 
Societies, edited by Maurits S. Hassankhan, Goolam Vahed and Lomarsh Poopnarine, New Delhi: 
Manohar, 83-106.
― 2016b. “Muharram in Diasporic Setting in the 21st Century.” In Indentured Muslims in the 
Diaspora: Identity and Belonging of Minority Groups in Plural Societies, edited by Maurits S. 
Hassankhan, Goolam Vahed and Lomarsh Poopnarine, New Delhi: Manohar, 303-325.
Vahed, Goolam and Shamil Jeppie 2005. “Multiple Communities: Muslims in Post-apartheid South 
Africa.” In State of the Nation South Africa 2004-2005, edited by John Daniel, Roger Southall 
and Jessica Lutchman, Cape Town: HSRC Press, 252-286.
Vahed, Goolam and Thembisa Waetjen. 2015. Schooling Muslims in Natal: Identity, State and the Orient 
Islamic Educational Institute. Pietermaritzburg: University of KwaZulu-Natal Press.
Vawda, Shahid 1994. “The Emerging Islam in an African Township.” American Journal of Islamic Social 
Sciences 11（4）: 532–547. 
20-12-280_07_第05章.indd   170 2021/03/11   8:52:01
171
第5章　南アフリカにおけるインド系ムスリム―二重のマイノリティとしての位置づけと宗教的実践―
― 2009. “Identities, Livelihoods and Transnational Migration: Muslim Malawians in Durban, South 
Africa.” South African Historical Journal 61（1）: 64-85.
Young, Bridget 2002. “Afro-Indian Dialogue.” Democracy Watch （16）: 2-3.
本書は「クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示-改変禁止4.0国際」の下で提供されています。
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/deed.ja































































20-12-280_09_奥付.indd   173 2021/03/11   8:52:41
（174白）」












































Islam, the State and Politics in Sub-saharan Africa:
Historical Studies for Understanding Contemporary Issues 
Islam,
the State 
and Politics in 
Sub-saharan
Africa
20-12-280_表1-4.indd   全ページ 2021/03/02   19:06:15
